小川文化センター活性化に関する

報告書
小川文化センターの新たな挑戦
「共に支えあう自由空間」

－ 文化を身近に楽しむための仕掛けをつくります －
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小川文化センターを活性化する会

平成21年3月28日

小川文化センターを活性化するにあたって
■時代背景の変化

昭和57年11月1日に開館した小川文化センターは、地方自治体による市民会館等の建設ラッシュの真っ只中に開館しました。

この時代の文化行政は、建てた会館で何をするかが議論されず、単に多目的ホールが乱立しました。建物ができても入れる中身がなかったので、「遠くまで観に行けない住民に見せてあげること」「自治体の広告塔」を目的とし、東京から様々な芸能人イベントを買ってきて（パック買い）提供してきた時代です。

結果、本来生活に身近なところに存在するはずの文化を扱う「文化センター（公共ホール）」が、個人の日常生活とは無縁なところ（芸能人が来て、それを観に行くところ）に存在するものだというイメージが広がってしまいました。

現在の公共ホールの捉え方は、「地域の文化を振興し、文化的なまちづくりに寄与する」ために、住民・文化団体と連携し、地域の文化活動の拠点として、能動的な働きをする施設というのが主流となってきています。平成13年制定の文化芸術振興基本法が影響しているのも一因と考えられます。
■高まるまちづくり参加意識
住民のまちづくりへの参加意識も時代と共に変わりました。

従来は「まちを造る＝都市を整備する」という意味で捉えられていたために、まちづくりは行政の仕事で、住民が反対したり、要望・要求したりする形式でした。

しかし、
①物の豊かさから心の豊かさへの価値観の変化

②コミットメント（参加したい・かかわりあいたい・肩入れしたい・ひいきの存在）志向③定住志向

④都市拡大から都市再生へ

などの理由から、地域に魅力あるソフト（観光・産業・福祉・文化）を創出できるかに主眼が移り、地域住民と行政が一丸となってまちづくりを行う時代になっています。
そこで、現在は住民が参加や提案をしたり、住民が主体となって「まちづくり」をすすめる方向に変化し、「情報公開」や「住民の意見聴取」といった従来の『住民参加』にとどまらず、多様な住民意見を集約反映し、住民の視点を生かした政策を行うため、地域政策の企画立案、意思決定において、住民と行政との意見交換、合意形成を行うことが重要となっています。
■人口53,000人で３つの公共ホールを有する小美玉市
平成18年3月27日、２町１村の合併により、小美玉市が誕生しました。

旧町村はそれぞれ１つずつ公共ホールを有していたことから、

パッケージ公演を購入し、地域住民に鑑賞する機会を提供してきた「小川文化センター」、徹底した住民参画と創造育成中心の運営で全国から注目を集める「四季文化館（みの～れ）」、複合施設による可能性を秘め、絶好のロケーションが強みの「玉里文化ホール（コスモス）」
という３つの公共ホールを抱える市になりました。

■恵まれた環境を負の財産にしないために

他の市が羨むこの環境は、地域住民が充分に使い込めなければ負の財産になりかねない状況とも言えます。

小美玉市島田市長のマニフェストには「小美玉市まるごと文化ホール構想」が掲げられています。そこには、３つの公共ホールが地域住民のよりどころとなり、創造的な活動の場として機能し、文化が持つ「交流」の力を如何なく発揮することでまちづくりに活力を生み出すことが期待されています。
■住民と行政は共に創るパートナー
恵まれたこの環境を使い込む仕組みは、住民とホール職員（行政）が一緒に知恵を出し合い、汗を流すことから生まれます。共に理想を共有するパートナーとして充実した結果を生むためには、互いの成長が不可欠です。人材の調査発掘、住民のニーズ把握、さらには市の財政状況など、住民はあらゆる知識を身につける必要があります。
一方でホール職員にも、前述の知識の蓄積はもちろんのこと、多様な人材をコーディネートしてシナジー（相乗力）を引き出す手腕と、住民から出てくる自由な発想を具現化して企画実行やホール運営に結びつける経験を蓄積することが求められます。
■愛されるホールに

こうした努力を続けるうちに、住民やホール職員に愛着が生まれ、ホールに人が集まりだします。
『イベントのときだけ人が集まるホール＝【集客施設】』から

『日常的に住民が心のよりどころとして集まるホール＝

【住民同士、住民と職員が信頼で結び合う創造拠点】への変革－　

活性化のポイント
■スローガン

住民から、職員から、アーティストから愛されるホールへの第一歩を踏み出しましょう。
そのために、文化を身近に楽しむための仕掛けをつくり、多種多様な人材とつながることで文化を創造していきましょう。
以上のことから、小川文化センターのスローガンを

【共に支えあう自由空間】とします。
■コンセプト（基本理念）
文化を身近に楽しむための仕掛けをつくります（キーワード：出会う・微笑む・元気）
活性化の手法
提案１：愛称を募集する

　・市内３つの公共ホールで、愛称がないのは小川文化センターのみ。

　・これまでの歴史を反映しつつ、新たな一歩を踏み出す決意の意思表示として、愛称を公募し、決める過程に住民が参加できる仕掛けを考え、愛着を創出したい。

提案２：オリジナル企画の創造
　・公共ホールには「学習」「交流」「創造・発信」の３つの機能があると言われるが、鑑賞は「学習」の一つであり、機能全体からすればごく一部。

・大切なのは、公共ホールが創造拠点として機能するための経験を蓄積し、またコーディネートしているか。文化の地産地消のシステムをつくる。
提案３：館内諸室の改善と修繕
　・各室の内装は施設利用者が間近に目にし、直接触れ、あるいはその上を歩くというものである。したがって、常に快適で良い印象を与えるものでなければならない。計画的な改修、修繕が必要。

小川文化センターを活性化する会
基本理念：供給者（行政）の視点から利用者（住民）の視点へ
基本姿勢：住民と行政はパートナー（どちらが上でも下でも主導でもない）

住民のかかわり：観る（受動）から創る・演じる・育てる（能動）へ

■活動記録
	
	期日
	内容
	ゲスト

	1
	H 20. 7.14（月）
	小川文化センターの現状認識と会議ルールづくり
	－

	2
	H 20. 8.18（月）
	館内バックステージツアーと意見交換
	－

	3
	H 20. 9.19（月）
	大・小ホールの活用の仕方（アイディア出し）
	蓮見孝（筑波大教授）

	4
	H 20.10.17（金）
	小川文化センターをどう変えたいか？（理想像）
	島田穣一（小美玉市長）

	5
	H 20.11.19（水）
	小川文化センターの改革コンセプト
	久保浩（地元Sax,Flute奏者）

	6
	H 20.12.15（月）
	交流会
	－

	7
	H 21. 1.21（水）
	ミッションについて考える
	黒羽伸（百里基地第７航空団 監理部長）

	8
	H 21. 2.24（火）
	キャッチコピー／愛称募集の段取り
	和田由香（医師）

	9
	H 21. 3.16（月）
	１年間のまとめ（報告書）
	緒里原洋子（ｼﾝｶﾞｰｿﾝｸﾞﾗｲﾀｰ）


■委員名簿
	
	氏名
	行政区

	1
	大　塚　好　蔵
	山野

	2
	内　田　　  保
	田木谷

	3
	片　岡　貴　志
	川戸

	4
	飯　田　俊　之
	野田

	5
	近　田　由　美
	羽鳥

	6
	福　田　ゆかり
	竹原

	7
	高　野　紀　子
	野田

	8
	宮　内　啓　子
	小川

	9
	水　野　みゆき
	山野

	10
	桜　井　弘　美
	野田

	11
	山　口　茂　德
	事務局

	12
	田　村　昇　一
	事務局

	13
	中　本　正　樹
	事務局








- 2 -

